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1. 2026年3月期の連結業績（2025年4月1日～2026年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期 36,815 0.8 2,809 △1.5 3,050 △2.0 2,356 15.6

2025年3月期 36,535 △3.8 2,851 2.4 3,114 2.6 2,038 2.3

（注）包括利益 2026年3月期　　2,911百万円 （79.7％） 2025年3月期　　1,620百万円 （△44.9％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年3月期 190.00 ― 8.9 7.3 7.6

2025年3月期 163.09 ― 8.1 7.4 7.8

（参考） 持分法投資損益 2026年3月期 30百万円 2025年3月期 40百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期 42,137 27,492 65.2 2,244.98

2025年3月期 41,201 25,663 62.3 2,053.04

（参考） 自己資本 2026年3月期 27,492百万円 2025年3月期 25,663百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年3月期 4,106 △1,283 △1,340 10,465

2025年3月期 4,936 △2,182 △951 8,972

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年3月期 ― 10.00 ― 48.00 58.00 725 35.6 2.9

2026年3月期 ― 10.00 ― 58.00 68.00 834 35.8 3.2

2027年3月期(予想) ― 10.00 ― 55.00 65.00 35.4

3. 2027年 3月期の連結業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 18,000 6.4 1,200 △1.2 1,250 △3.6 900 10.4 73.49

通期 40,000 8.6 3,000 6.8 3,200 4.9 2,250 △4.5 183.73



※ 注記事項

(1) 期中における連結範囲の重要な変更　：　有

新規 1 社 （社名） アプリオリ株式会社 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年3月期 13,230,140 株 2025年3月期 13,230,140 株

② 期末自己株式数 2026年3月期 983,794 株 2025年3月期 729,909 株

③ 期中平均株式数 2026年3月期 12,404,308 株 2025年3月期 12,496,500 株

（参考）個別業績の概要

1. 2026年3月期の個別業績（2025年4月1日～2026年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期 23,620 △8.6 791 △26.9 1,215 △17.9 1,145 8.8

2025年3月期 25,834 △4.8 1,083 △11.8 1,480 △4.2 1,052 △0.7

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期 92.35 ―

2025年3月期 84.25 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期 25,894 15,988 61.7 1,305.54

2025年3月期 28,048 15,444 55.1 1,235.57

（参考） 自己資本 2026年3月期 15,988百万円 2025年3月期 15,444百万円

2. 2027年 3月期の個別業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,500 6.9 700 13.9 650 46.5 53.08

通期 26,500 12.2 1,500 23.5 1,300 13.5 106.15

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページの「１．経営成績等の概況　（４）今後の見通し」を
ご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景として、個人消費を中心に緩やかな回復基

調が継続しました。その一方で、米国の関税政策や日中関係の悪化、中東情勢の緊迫化、深刻化する人手不足等に

よる影響が景気の下押し要因となっており、依然として先行きは不透明な状況にあります。

このような状況の中、当社グループの連結業績につきましては、売上高は36,815百万円（前期比0.8％増）、営業

利益は2,809百万円（前期比1.5％減）、経常利益は3,050百万円（前期比2.0％減）、親会社株主に帰属する当期純

利益は2,356百万円（前期比15.6％増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

イ 建設機械事業

建設機械事業におきましては、商品価格の高止まりによる購買意欲の低迷が継続したことに加えて、公共工事・

民間工事需要の減少や建設機械のオペレーター不足等の影響により、厳しい状況で推移いたしました。このような

状況の中、当社グループにおきましては、インフラの補修に関連する高粗利商品の販売強化に努めるとともに、価

格競争力のある商品を取りそろえ、顧客ニーズに合わせた提案営業の強化に取り組んでまいりました。また、レン

タル部門においては一部地域で好調を維持する民間工事需要の取り込みに注力した結果、売上高は14,390百万円

（前期比5.2％増）、セグメント利益は2,118百万円（前期比11.8％増）となりました。

ロ 産業機器事業

産業機器事業におきましては、生成AIやデータセンター等、好調を維持する一部の分野を除いて、米国の関税政

策の動向や中国経済回復の遅れ、地政学的リスクの高まり等を背景に設備投資抑制の動きが継続するとともに工場

稼働率が低迷する等、厳しい状況で推移いたしました。このような状況の中、当社グループにおきましては、新規

顧客の開拓や生産部品・消耗部品の拡販に注力するとともに、製造子会社においては設備投資に積極的な取引先の

受注獲得に努めてまいりました。しかしながら、設備投資抑制の影響を受け設備機械の販売が減少したことにより、

売上高は21,988百万円（前期比1.4％減）、セグメント利益は1,418百万円（前期比15.7％減）となりました。

ハ 砕石事業

砕石事業におきましては、公共工事、民間工事需要に回復の兆しが見えはじめたものの、本格的な回復には至ら

ず、物価や資源価格の高騰による影響も継続する等、厳しい状況で推移いたしました。このような状況の中、当社

グループにおきましては、公共工事、民間工事の需要獲得に注力するとともに、販売単価の交渉や輸送費、燃料費

等のコスト削減にも努めてまいりました。しかしながら、売上高は、全体の取引量が減少したことにより、436百万

円（前期比21.6％減）となりました。その一方で、セグメント利益は製造コストの販売価格への転嫁が進んだこと

等により47百万円（前期比472.5％増）となりました。



株式会社南陽(7417) 2026年３月期 決算短信

― 3 ―

（２）当期の財政状態の概況

資産は、前連結会計年度に比べ935百万円増加（2.3％増）し、42,137百万円となりました。増減の主な内容は、

電子記録債権が1,645百万円減少したものの、現金及び預金が1,749百万円、投資有価証券が761百万円それぞれ増加

したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度に比べ893百万円減少（5.8％減）し、14,644百万円となりました。増減の主な内容は、

繰延税金負債が334百万円増加したものの、電子記録債務が1,361百万円減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度に比べ1,829百万円増加（7.1％増）し、27,492百万円となりました。増減の主な内容

は、利益剰余金が1,632百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は65.2％と前連結会計年度に比べ2.9ポイント上昇いたしました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ1,492百万円増

加（16.6％増）し、10,465百万円となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とその増減

の要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において営業活動による資金の増加は4,106百万円（前連結会計年度は4,936百万円の増加）と

なりました。これは主に、税金等調整前当期純利益の増加によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において投資活動による資金の減少は1,283百万円（前連結会計年度は2,182百万円の減少）と

なりました。これは主に、有形固定資産の取得によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において財務活動による資金の減少は1,340百万円（前連結会計年度は951百万円の減少）とな

りました。これは主に、配当金の支払及び自己株式の取得によるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率 56.0％ 55.3％ 57.6％ 62.3％ 65.2％

時価ベースの自己資本比率 32.2％ 35.2％ 37.5％ 35.1％ 42.4％

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

0.7年 1.3年 0.3年 0.3年 0.4年

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

126.6倍 89.0倍 217.4倍 211.1倍 140.4倍

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注）１.いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

２.株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

３.キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

４.有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としていま

す。
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（４）今後の見通し

次期のわが国経済は、引き続き、個人消費が堅調に推移するとともに、安定した政権運営のもと各種経済対策が

進展することにより、設備投資の回復や生産活動の持ち直しが期待されます。一方で、海外経済の減速懸念、地政

学的リスクの高まり、原材料価格やエネルギー価格の変動、為替相場の動向に加え、物価高の長期化による消費マ

インドへの影響や人手不足の深刻化等も懸念されることから、依然として先行きは不透明な状況が予想されます。

このような状況の中、当社グループは以下の施策を実施してまいります。

イ 建設機械事業

建設機械事業におきましては、国土強靭化等を目的とした公共投資の実施を背景に、公共工事需要の回復が期

待される一方で、引き続き商品価格の高止まりによる購買意欲の低迷や建設機械のオペレーター不足等の影響が

懸念されることから、先行きは不透明な状況が予想されます。このような状況に対応するため、当社グループに

おきましては、販売部門においては、社会インフラの補修に関連する新商品の拡販に取り組むとともに、継続し

て新市場の開拓にも努めてまいります。また、レンタル部門においては、営業エリアの再編による効率化をはか

り、質の高いサービスが提供できる体制の構築に注力してまいります。

ロ 産業機器事業

産業機器事業におきましては、半導体市場、ロボット市場においては増産に向けた動きが見えはじめる等、回

復局面への移行が期待されるものの、海外経済の減速、日中関係や中東情勢等の地政学的リスクの高まり、原材

料価格やエネルギー価格の変動、為替相場の動向も懸念されることから、依然として先行きは不透明な状況が予

想されます。このような状況に対応するため、当社グループにおきましては、投資が期待される分野のニーズを

的確に捉え、提案営業の強化に努めるとともに、製造子会社とのシナジーを追求し、当社グループ製品の販売強

化に注力してまいります。

ハ 砕石事業

砕石事業におきましては、事業を展開している地域において、公共工事・民間工事需要の回復が見込まれるも

のの、燃料費高騰による輸送コストの増加や老朽化設備の更新による製造コストの増加等が見込まれることから、

厳しい状況が予想されます。このような状況に対応するため、当社グループにおきましては、継続して販売単価

の交渉に努めるとともに、公共工事・民間工事の発注動向を見極め、受注獲得に向けて提案強化にも注力してま

いります。

なお、次期の連結ベースの業績につきましては、設備投資の回復が期待されることから、売上高は40,000百万

円（前期比8.6％増）、営業利益は3,000百万円（前期比6.8％増）、経常利益は3,200百万円（前期比4.9％増）を

見込んでおります。なお、親会社株主に帰属する当期純利益は当期に発生した負ののれんが次期は見込まれない

ため、2,250百万円（前期比4.5％減）となる見通しであります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏し

いため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,028 10,778

受取手形 747 434

電子記録債権 3,662 2,016

売掛金 8,237 8,477

商品及び製品 2,545 2,023

仕掛品 490 386

原材料及び貯蔵品 34 32

その他 873 1,011

貸倒引当金 △435 △263

流動資産合計 25,183 24,899

固定資産

有形固定資産

貸与資産 22,720 23,994

減価償却累計額 △14,253 △15,274

貸与資産（純額） 8,466 8,719

建物及び構築物 2,283 2,499

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,240 △1,327

建物及び構築物（純額） 1,043 1,172

機械装置及び運搬具 2,438 2,552

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,998 △2,041

機械装置及び運搬具（純額） 440 510

工具、器具及び備品 440 453

減価償却累計額及び減損損失累計額 △326 △358

工具、器具及び備品（純額） 114 95

土地 1,817 1,917

建設仮勘定 25 5

有形固定資産合計 11,908 12,420

無形固定資産

のれん 253 165

その他 306 223

無形固定資産合計 559 389

投資その他の資産

投資有価証券 3,052 3,813

繰延税金資産 116 160

その他 412 479

貸倒引当金 △29 △23

投資その他の資産合計 3,550 4,429

固定資産合計 16,017 17,238

資産合計 41,201 42,137
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,530 5,125

電子記録債務 5,470 4,109

短期借入金 950 950

リース債務 596 830

未払法人税等 627 783

賞与引当金 445 458

役員賞与引当金 94 94

その他 687 866

流動負債合計 14,401 13,217

固定負債

繰延税金負債 177 512

その他の引当金 450 388

退職給付に係る負債 401 417

その他 107 108

固定負債合計 1,136 1,426

負債合計 15,538 14,644

純資産の部

株主資本

資本金 1,181 1,181

資本剰余金 1,036 1,042

利益剰余金 22,272 23,905

自己株式 △547 △910

株主資本合計 23,944 25,219

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,171 1,660

繰延ヘッジ損益 △0 2

為替換算調整勘定 548 610

その他の包括利益累計額合計 1,719 2,273

純資産合計 25,663 27,492

負債純資産合計 41,201 42,137
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 36,535 36,815

売上原価 28,786 28,914

売上総利益 7,748 7,900

販売費及び一般管理費 4,897 5,091

営業利益 2,851 2,809

営業外収益

受取利息 67 65

受取配当金 44 53

持分法による投資利益 40 30

その他 133 124

営業外収益合計 286 273

営業外費用

支払利息 22 29

自己株式取得費用 ― 2

その他 0 1

営業外費用合計 23 32

経常利益 3,114 3,050

特別利益

固定資産売却益 0 ―

投資有価証券売却益 10 339

負ののれん発生益 ― 100

特別利益合計 10 439

特別損失

固定資産除売却損 7 13

特別損失合計 7 13

税金等調整前当期純利益 3,117 3,477

法人税、住民税及び事業税 1,137 1,038

法人税等調整額 △57 82

法人税等合計 1,079 1,120

当期純利益 2,038 2,356

非支配株主に帰属する当期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する当期純利益 2,038 2,356



株式会社南陽(7417) 2026年３月期 決算短信

― 8 ―

連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 2,038 2,356

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △552 476

繰延ヘッジ損益 △0 2

為替換算調整勘定 99 37

持分法適用会社に対する持分相当額 35 37

その他の包括利益合計 △418 554

包括利益 1,620 2,911

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,620 2,911

非支配株主に係る包括利益 ― ―



株式会社南陽(7417) 2026年３月期 決算短信

― 9 ―

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,181 1,032 20,896 △556 22,555

当期変動額

剰余金の配当 △662 △662

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,038 2,038

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 4 8 12

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 4 1,376 8 1,388

当期末残高 1,181 1,036 22,272 △547 23,944

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,708 0 428 2,137 24,692

当期変動額

剰余金の配当 △662

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,038

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 12

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△536 △0 119 △418 △418

当期変動額合計 △536 △0 119 △418 970

当期末残高 1,171 △0 548 1,719 25,663
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,181 1,036 22,272 △547 23,944

当期変動額

剰余金の配当 △724 △724

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,356 2,356

自己株式の取得 △369 △369

自己株式の処分 5 7 12

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 5 1,632 △362 1,274

当期末残高 1,181 1,042 23,905 △910 25,219

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,171 △0 548 1,719 25,663

当期変動額

剰余金の配当 △724

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,356

自己株式の取得 △369

自己株式の処分 12

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
489 2 61 554 554

当期変動額合計 489 2 61 554 1,829

当期末残高 1,660 2 610 2,273 27,492
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 3,117 3,477

減価償却費 2,125 2,214

のれん償却額 87 87

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △178

賞与引当金の増減額（△は減少） 35 5

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △7 △16

受取利息及び受取配当金 △112 △119

支払利息 22 29

持分法による投資損益（△は益） △40 △30

固定資産除売却損益（△は益） 6 13

投資有価証券売却損益（△は益） △10 △339

負ののれん発生益 ― △100

売上債権の増減額（△は増加） 2,210 2,068

棚卸資産の増減額（△は増加） 747 661

仕入債務の増減額（△は減少） △2,011 △1,876

その他 △349 △716

小計 5,817 5,180

利息及び配当金の受取額 126 127

利息の支払額 △23 △29

法人税等の支払額 △984 △1,172

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,936 4,106

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,118 △1,621

有形固定資産の売却による収入 155 285

無形固定資産の取得による支出 △30 △8

投資有価証券の取得による支出 △109 △6

投資有価証券の売却による収入 17 391

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

― △247

その他の支出 △124 △94

その他の収入 27 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,182 △1,283

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50 ―

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △237 △244

長期借入金の返済による支出 △1 ―

自己株式の取得による支出 △0 △372

配当金の支払額 △662 △724

財務活動によるキャッシュ・フロー △951 △1,340

現金及び現金同等物に係る換算差額 47 10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,849 1,492

現金及び現金同等物の期首残高 7,123 8,972

現金及び現金同等物の期末残高 8,972 10,465
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、取扱商品別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う商品・サービスについて国内及び海外関係会社と

連携して包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業本部を基礎とした商品別のセグメントから構成されており、「建設機械事業」、「産

業機器事業」及び「砕石事業」の３つを報告セグメントとしております。

「建設機械事業」は、一般土木機械・産業用車輌等の販売及びレンタル等を行っております。「産業機器事業」

は、電子機器・油空圧機器等の製造及び販売を行っております。「砕石事業」は、砕石等の製造及び販売を行って

おります。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。なお、セグメント間の内部収益及び振替高は市場

実勢価格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸
表計上額
(注)２建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計

売上高

外部顧客への売上高 13,673 22,304 556 36,535 ― 36,535

セグメント間の内部
売上高又は振替高

63 20 ― 83 △83 ―

計 13,737 22,324 556 36,618 △83 36,535

セグメント利益 1,894 1,681 8 3,584 △732 2,851

セグメント資産 14,901 17,952 967 33,821 7,380 41,201

その他の項目

減価償却費 1,861 107 79 2,047 77 2,125

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,051 94 81 2,227 24 2,252

(注) １ 調整額は以下のとおりであります。

（１）セグメント利益の調整額△732百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（２）セグメント資産の調整額7,380百万円には、セグメント間取引消去△311百万円、各報告セグメントに

配分していない全社資産7,691百万円が含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属

しない余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係る資産でありま

す。

（３）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額24百万円は、各報告セグメントに配分していない全

社の設備投資額であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸
表計上額
(注)２建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計

売上高

外部顧客への売上高 14,390 21,988 436 36,815 ― 36,815

セグメント間の内部
売上高又は振替高

77 24 ― 101 △101 ―

計 14,467 22,012 436 36,916 △101 36,815

セグメント利益 2,118 1,418 47 3,584 △774 2,809

セグメント資産 15,566 17,479 1,001 34,046 8,090 42,137

その他の項目

減価償却費 1,944 109 82 2,135 79 2,214

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,311 129 263 2,704 9 2,714

(注) １ 調整額は以下のとおりであります。

（１）セグメント利益の調整額△774百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（２）セグメント資産の調整額8,090百万円には、セグメント間取引消去△95百万円、各報告セグメントに

配分していない全社資産8,186百万円が含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属

しない余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係る資産でありま

す。

（３）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額９百万円は、各報告セグメントに配分していない全

社の設備投資額であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 合計

建設機械事業 産業機器事業 砕石事業

当期償却額 ― 87 ― ― 87

当期末残高 ― 253 ― ― 253

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 合計

建設機械事業 産業機器事業 砕石事業

当期償却額 ― 87 ― ― 87

当期末残高 ― 165 ― ― 165

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

産業機器事業において、アプリオリ株式会社の株式を取得し連結子会社としたことにより、負ののれん発生益

を認識しております。当該事象による負ののれん発生益の計上は、100百万円であります。なお、負ののれん発生

益は特別利益のため、セグメント利益には含まれておりません。
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(１株当たり情報の注記)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 2,053.04円 2,244.98円

１株当たり当期純利益 163.09円 190.00円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

2,038 2,356

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に
帰属する当期純利益(百万円)

2,038 2,356

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,496 12,404

３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2025年３月31日)

当連結会計年度末
(2026年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 25,663 27,492

純資産の部の合計額から控除する
金額(百万円)

― ―

普通株式に係る期末の純資産額
(百万円)

25,663 27,492

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた期末の普通株式の数(千株)

12,500 12,246

(重要な後発事象の注記)

該当事項はありません。


